
 

 

令和７年度 「北九州モデル」導入支援施設の募集について 
 

 

１ 概要 

本市では介護人材不足を見据え、令和２年度にＩＣＴ・介護ロボット等を活用し

た介護現場の業務改善手法となる「北九州モデル（以下、「モデル」という）」を

構築しました。 

令和３年度からは、モデルの導入支援を行っており、現在、令和７年度の支援施

設を募集しています。 

 

２ 支援のスキーム 

業務量調査、課題の抽出、効果的な機器等の選定、業務オペレーションの見直し

などについて、専門相談員が約１０ヶ月にわたる伴走型の支援を行います。 

 

３ 支援施設について 

次の条件を全て満たす市内の介護施設とさせていただきます。 

①モデルの支援内容を理解し、支援期間（1年間）を了承していること。 

※無料の伴走型支援は令和７年度末まで 

②業務課題がモデルの導入･実践により解決可能なものであること。 

③対応すべき業務課題の改善に資するIＣＴ･ロボットの取得や通信環境の整備等

を自力で行うことが可能（既存の機器等の活用も可）であること。 

④業務改善に必要な施設の取組体制を整えることができること。 

⑤主体的に業務改善に取り組む意欲を有する施設であること。 

 ※ 過去に導入支援を受けた施設は、今回募集対象にはなりません。 

 

４ 募集数 

５施設程度（原則として１法人１施設） 

応募状況により選考となることがあります。 

※ 業務課題の把握状況、取組体制、主体性などによる総合的な選考 

 

５ 応募方法 

応募用紙を下記メールアドレスまでご送付ください。 

mail ： kaigort@aso-education.co.jp  

（事務局：麻生教育サービス株式会社 北九州支店） 

 

６ 募集期間 

令和７年４月１日(火) から 令和７年４月１０日(木) 午後５時３０分まで 
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